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▽言
こと
葉
ば
を通

とお
して理

り
解
かい
する日

に
本
ほん
人
じん
の考

かんが
え方

かた

　最
さい

初
しょ

に示
しめ

した2つのやりとりに戻
もど

り、「第
だい

3章
しょう

　周
しゅう

囲
い

に配
はい

慮
りょ

す

る」の「遠
えん

慮
りょ

」についてのページを見てみましょう。筆
ひっ

者
しゃ

は、
「遠

えん
慮
りょ

」という言
こと

葉
ば

は、もともと「遠
とお

い将
しょう

来
らい

まで見
み

通
とお

す」とい
う意

い
味
み

の中
ちゅう

国
ごく

語
ご

だったが、現
げん

代
だい

語
ご

では「配
はい

慮
りょ

」に近
ちか

い意
い

味
み

、つ
まり「周

しゅう
囲
い

の人
ひと

や相
あい

手
て

がどう思
おも

うかについて、よく考
かんが

えること、
そしてその場

ば
にふさわしくない行

こう
動
どう

をしないこと」という意
い

味
み

の方
ほう

が強
つよ

くなったと述
の

べています。そしてその理
り

由
ゆう

として、日
に

本
ほん

人
じん

は「目
め

の前
まえ

の相
あい

手
て

との人
にん

間
げん

関
かん

係
けい

について配
はい

慮
りょ

する」気
き

持
も

ち
が強

つよ
いからだろうと述

の
べています（64ページを要

よう
約
やく

）。

　ここで紹
しょう

介
かい

した「遠
えん

慮
りょ

」以
い

外
がい

にも、本
ほん

書
しょ

には「空
くう

気
き

を読
よ

む」「お
かげさま」「がんばる」「もったいない」など、日

に
本
ほん

人
じん

が日
ひ

ごろ
何
なに

気
げ

なく使
つか

っている言
こと

葉
ば

、日
に

本
ほん

人
じん

の考
かんが

え方
かた

を表
あらわ

す言
こと

葉
ば

が数
かず

多
おお

く
取
と

り上
あ

げられています。本
ほん

書
しょ

を読
よ

み終
お

わったときには、日
に

本
ほん

人
じん

がどんな気
き

持
も

ちを込
こ

めてその言
こと

葉
ば

を使
つか

っているのか、理
り

解
かい

を深
ふか

めることができるでしょう。

　                          目
もく

次
じ

の第
だい

1章
しょう

～第
だい

4章
しょう

例
れい

1　お店
みせ

の人
ひと

：「お客
きゃく

様
さま

、恐
おそ

れ入
い

りますが、周
まわ

りの方
かた

のご迷
めい

惑
わく

　　  になりますので、おたばこはご遠
えん

慮
りょ

いただけますか。」

例
れい

2　家
いえ

の人
ひと

：「どうぞ、お楽
らく

に。足
あし

を伸
の

ばしてください。」　
　　  お客

きゃく
：「そうですか。じゃあ、遠

えん
慮
りょ

なく。」

　上
うえ

にあげた２つのやりとりで、なぜ日
に

本
ほん

人
じん

は「遠
えん

慮
りょ

」という
言
こと

葉
ば

を使
つか

ったのでしょうか。「遠
えん

慮
りょ

」の意
い

味
み

を辞
じ

書
しょ

で引
ひ

くと「①
自
じ

分
ぶん

のしたいことや言
い

いたいことを控
ひか

えめにすること　②断
ことわ

る
ことを遠

とお
まわしにいう言

い
い方

かた
　③将

しょう
来
らい

のことまで見
み

通
とお

した深
ふか

い
考
かんが

え（『新
しん

訂
てい

　日
に

本
ほん

語
ご

を学
まな

ぶ人
ひと

の辞
じ

典
てん

』97ページ）」とありますが、
この言

こと
葉
ば

はどんなときにどんな気
き

持
も

ちを込
こ

めて使
つか

われるのでし
ょうか。
　言

こと
葉
ば

の裏
うら

側
がわ

にはさまざまな文
ぶん

化
か

的
てき

な要
よう

因
いん

が隠
かく

れており、外
がい

国
こく

語
ご

を学
がく

習
しゅう

することは、その言
げん

語
ご

を話
はな

す人
ひとび々と

の考
かんが

え方
かた

を理
り

解
かい

する
ことにもつながります。本

ほん
書
しょ

は、日
に

本
ほん

人
じん

の考
かんが

え方
かた

が感
かん

じ取
と

れる
31のキーワードを取

と
り上

あ
げ、その言

こと
葉
ば

が持
も

つイメージや文
ぶん

化
か

的
てき

背
はい

景
けい

、そこから読
よ

み取
と

れる日
に

本
ほん

人
じん

の価
か

値
ち

観
かん

や感
かん

性
せい

について詳
くわ

しく解
かい

説
せつ

した一
いっ

冊
さつ

です。
　筆

ひっ
者
しゃ

は中
ちゅう

国
ごく

の大
だい

学
がく

で教
おし

えている日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

師
し

で、中
ちゅう

級
きゅう

レベル以
い

上
じょう

の日
に

本
ほん

語
ご

学
がく

習
しゅう

者
しゃ

、日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

師
し

を読
どく

者
しゃ

に想
そう

定
てい

して書
か

いています。難
むずか

しい漢
かん

字
じ

にはルビがつき、大
たい

切
せつ

な語
ご

には英
えい

語
ご

・中
ちゅう

国
ごく

語
ご

・韓
かん

国
こく

語
ご

訳
やく

がついた単
たん

語
ご

ノートもあるため、日
に

本
ほん

事
じ

情
じょう

や読
どっ

解
かい

の授
じゅ

業
ぎょう

の教
きょう

材
ざい

と

して使
つか

うほか、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が一
ひと

人
り

で楽
たの

しみながら読
よ

むこともできそうです。

　目
もく

次
じ

を見
み

てみると、各
かく

章
しょう

には、「内
うち

と外
そと

を分
わ

ける」「他
た

人
にん

の目
め

を

意
い

識
しき

する」などのキーセンテンスがタイトルにつけられています。

そして、それぞれの章
しょう

には、「内
うち

と外
そと

／世
せ

間
けん

／しつけ／けじめ／

素
す

直
なお

／甘
あま

える」「人
ひと

目
め

／恥
はじ

／照
て

れる」などのキーワードが並
なら

んで

います。キーワードは、1000～2000字
じ

ぐらいの長
なが

さで書
か

かれた

本
ほん

文
ぶん

で解
かい

説
せつ

がされていますが、より詳
くわ

しく知
し

りたい読
どく

者
しゃ

には、本
ほん

文
ぶん

に続
つづ

く「もっと深
ふか

く！」が参
さん

考
こう

になります。

やさしい日
に

本
ほ ん

語
ご

で日
に

本
ほ ん

語
ご

・日
に

本
ほ ん

人
じ ん

・日
に

本
ほ ん

文
ぶ ん

化
か

が理
り

解
か い

できる

『日
に
本
ほん
人
じん
の心

こころ
がわかる日

に
本
ほん
語
ご
』
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